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	「病院 ✕ 消防」救急の日イベントの開催
	2026/9/5 inイオンモール高の原 2階 平城コート
	　9月9日の「救急の日」にあわせて、高の原中央病院では、奈良市消防局北署と連携し、高の原イオンの平城コートにて地域の皆さま向けに救急イベントを開催しました。
	　救急医療では、1分1秒を争う場面も多く、救急病院と消防との日頃からの連携はもちろん、地域の皆さま一人ひとりが「いざという時に何ができるか」を知っておくことが大切です。救急や命を守るための知識を、実際に体験しながら楽しく学んで頂く場となれば、という思いで開催させて頂きました。
	　当日は、幅広い年代の多くの地域の皆さまにご参加いただき、会場は終始、活気にあふれていました。体験を通して、救急医療を身近に感じていただくとともに、「いざという時に自分にできること」を考えるきっかけになったのではないかと思います。
	会場では、心肺蘇生法（BLS）やAEDの体験をはじめ、健康チェックなどを実施しました。また、実際に救急搬送された患者さまと救急隊との対談動画も紹介し、救急搬送の現場や、救急隊と医療機関の連携について知っていただく機会となりました。
	今後も高の原中央病院では、地域の皆さまの健康づくりと防災や救急への理解促進をめざし、消防と連携した取り組みを続けてまいります。
	ご来場いただいた皆さま、そしてご協力いただいた奈良市消防局北署の皆さまに心より感謝申し上げます。
	Takanohara C.H Event Report



